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野村国内株式アクティブオープン 

運用報告書(全体版) 
 

第51期（決算日2025年８月27日） 
 

作成対象期間（2025年３月22日～2025年８月27日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2000年２月２日から無期限です。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
運用については、ボトムアップ・アプローチをベースとしたアクティブ運用を行ないます。 
わが国の株式への投資にあたっては、上場株式および店頭登録銘柄の中から、株価の割安性をベースに企業の収益性、成長性、安定性
等を総合的に勘案して銘柄を選定し、投資を行なうことを基本とします。株式の実質組入比率は、原則として高位を維持することを基
本とします。ただし、市場動向等により弾力的に変更を行なう場合があります。 

主な投資対象 

野村国内株式アクティブオープン 
ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド受益証券およびノムラ・ジャパン・オープン マザー
ファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式に直接投資する場合があります。 

ノムラ日本株戦略ファンド 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村国内株式アクティブオープン 株式への実質投資割合には制限を設けません。 
ノムラ日本株戦略ファンド 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に繰越分を含めた利子・配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、元本部分
と同一の運用を行ないます。 
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野村国内株式アクティブオープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
(TOPIX)(配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

47期(2023年９月20日) 14,006 200 22.5 4,001.75 26.5 97.3 0.9 52,456 

48期(2024年３月21日) 16,153 300 17.5 4,702.41 17.5 97.0 1.3 58,905 

49期(2024年９月20日) 14,912 250 △ 6.1 4,495.69 △ 4.4 97.4 0.7 53,597 

50期(2025年３月21日) 15,745 270 7.4 4,826.67 7.4 96.8 1.3 55,496 

51期(2025年８月27日) 17,352 400 12.7 5,353.16 10.9 97.5 － 60,179 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
(TOPIX)(配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年３月21日 15,745 － 4,826.67 － 96.8 1.3 

３月末 15,109 △ 4.0 4,626.52 △ 4.1 95.2 1.8 

４月末 14,943 △ 5.1 4,641.96 △ 3.8 96.3 2.1 

５月末 15,759 0.1 4,878.83 1.1 96.7 1.8 

６月末 16,191 2.8 4,974.53 3.1 96.9 － 

７月末 16,727 6.2 5,132.22 6.3 96.2 － 

(期  末)       

2025年８月27日 17,752 12.7 5,353.16 10.9 97.5 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2025年３月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2025年３月21日）の値が基準価額と同一とな

るように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
＊基準価額は12.7％の上昇 

基準価額は、期首15,745円から期末17,752円（分配金込み）に2,007円の値上がりとなりました。 

 

（下落） トランプ米政権による貿易相手国に対する相互関税の詳細発表を受けて、世界景気全

体への悪影響に対する不安が高まったこと。 

（上昇） トランプ米政権が中国を除く多数の国・地域に対して相互関税上乗せ部分の90日間の

一時停止を発表したことから、通商政策への懸念が後退したこと。 

（上昇）主要企業の決算発表が始まる中で自社株買いなど資本政策の発表が好感されたことや、

米中の追加関税引き下げ合意など主要国間の関税交渉が進展したことなど。 
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（上昇） 日米関税交渉について当初予定していた25％から15％へ引き下げることで合意したこ

とが報じられたこと。 

（上昇） 米国との関税交渉に関する日本の負担軽減の特例措置適用や対中関税の一部延期の動

きに加え、米国のインフレ懸念が後退したこと。 

 

○投資環境 
期首から期末にかけて、国内株式市場は上昇しました。トランプ米政権による貿易相手国に

対する相互関税の詳細が発表されたことを受けて、世界景気全体への悪影響に対する不安が高

まったことなどから急落しました。その後は、トランプ米政権が中国を除く多数の国・地域に

対して相互関税上乗せ部分の90日間の一時停止を発表し、通商政策への懸念が後退したことな

どから反発しました。５月以降は、主要企業の決算発表において自社株買いなど資本政策の発

表が続く中、米中の追加関税引き下げ合意や、日米関税交渉について当初予定していた25％か

ら15％へ引き下げることで合意したことが報じられたことなどで上昇しました。８月に入る

と、米国との関税交渉に関する日本の負担軽減の特例措置適用や対中関税の一部延期の動きに

加え、米国のインフレ懸念が後退したことなどから、国内株式市場は上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
［野村国内株式アクティブオープン］ 

主要投資対象である［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］を期を通じて高位に組

み入れ、実質株式組入比率は期末に97.5％としました。 

 

［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］ 

・株式組入比率 

株式組入比率は、期を通じて高位を維持し、期末に98.1％としました。 

 

・期中の主な動き（期首-2025年６月18日） 

【投資スタイル配分】 

・当ファンドは大中型バリュー、大中型グロース、小型ブレンドの異なる３つの投資スタイル

を組み合わせて運用します。（マルチ・スタイル運用） 

・異なる３つの投資スタイル別にそれぞれの専門チームが運用します。（マルチ・マネージャー

運用） 

・ファンド専用の投資政策委員会が各投資スタイルへの資産配分を適宜決定します。（スタイ

ル・アロケーション） 

・期首は大中型バリュー46.6％、大中型グロース38.3％、小型ブレンド12.0％の配分比率としま

した。米国による関税の引き上げが、今後金利の高止まりや企業業績への悪影響として表面

化することを考慮し、景気に対する見通しを引き下げました。また、大中型グロースの比率
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を引き上げ、大中型バリューの比率を引き下げました。2025年６月18日時点では大中型バ

リュー38.8％、大中型グロース46.3％、小型ブレンド12.0％としました。 

 

【業種配分・銘柄数】 

・中国において国策によるAI（人工知能）関連の投資が底堅く期待できることやNAND型半導

体メモリー市況の底打ちを受けて粗利率の高い装置の出荷が見込まれることなどから中期

的な利益成長が期待できると判断した電気機器や、株価が軟調に推移して割安度合いが高

まった輸送用機器などの比率を引き上げました。一方で、金融政策の変更による事業環境改

善や株主還元の拡大により株価が上昇した銀行業や、株式市場の変動性が高まる中で投資収

益の伸び悩みのリスクが高まっていると判断した情報・通信業などの比率を引き下げまし

た。2025年６月18日時点の株式の投資銘柄数は76銘柄（期首85銘柄）、上位10銘柄の合計の

純資産比率は45.0％（期首43.3％）です。 

 

≪投資スタイル別≫ 

【大中型バリュー運用チーム】 

・株価の割安性による定量評価と個別企業の調査・分析に基づく定性評価を組み合わせて銘柄

の見直しを行なってきました。国内外の金融政策の変化や資本コストや株価を意識した経営

の広がりなど外部環境が変化する中で定性評価にあたっては収益の信頼性やポテンシャル、

財務の健全性を重視してきました。 

・資本効率の改善に向けた取り組みが期待される建設業や、株価が軟調に推移して割安度合

いが高まった輸送用機器などの比率を引き上げました。一方で、株価が上昇して割安度合

いが低下した保険業や、主力の北米建機事業の回復が遅れている機械などの比率を引き下

げました。 

 

【大中型グロース運用チーム】 

・優れた経営と高い競争力により中長期で高いROE（株主資本利益率）を維持または改善でき

る会社、さらにマクロ環境に左右されず独自の要因で高い売上高成長を達成できる企業へ投

資をしていく方針です。企業を取り巻くマクロ経済環境や業界環境が変化する中で、今後の

中期的な成長性に注目して銘柄の見直しを行ないました。 

・外部環境の不透明感が高まっている中でも堅実な利益成長が期待できると判断した精密機

器や、コスト競争力に優れており、販売する低価格商材はマクロ環境が悪化する中でも底堅

い業績が期待できると判断した食料品などの比率を引き上げました。一方で、株式市場の変

動性が高まる中で投資収益の伸び悩みのリスクが高まっていると判断した情報・通信業や外

部環境の不透明さの高まりから、手掛けている商材の売上の成長が鈍化する可能性が高まっ

た卸売業などの比率を引き下げました。 
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【小型ブレンド運用チーム】 

・個々の企業の成長ステージを見極め、最高益の更新が期待できる成長期の銘柄や、利益率の

向上や株主還元強化などを通じ資本効率改善が見込める銘柄へ投資をしていく方針を継続

しました。成長期の銘柄ではストック型収益比率が高く景況感に左右されず成長が見込める

企業や独自のビジネスモデルにより高い収益性を維持しながら市場シェア拡大が見込まれ

る企業、リストラ期の銘柄では経営体制や事業ポートフォリオの見直しなどによる企業価値

向上が期待できる企業に投資しました。 

・収益性改善に加え、積極的な株主還元を通じ自己資本の増加を抑制することによって中期的

に資本効率の改善が見込める機械や、クラウド事業の高成長とコスト管理により中期的に高

い利益成長が見込める情報・通信業などの比率を引き上げました。一方で、安定的な成長に

より業績が堅調に推移したことが好感され株価が上昇したサービス業や、商品単価上昇によ

る客数の減少が続き中期的な成長性に懸念が生じた小売業などの比率を引き下げました。 

 

・期中の主な動き（2025年６月19日-期末） 

特定の分野・事業領域で高い市場シェアを持つなど競争力や経営力が高く、中長期的に堅調

な業績拡大が期待できる企業に着目し、主にPER（株価収益率）などのバリュエーション指標

に基づき、中長期で割安と思われる銘柄に投資しました。 

 

2025年６月19日以降は「ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド」とほぼ同一の運用

となるよう、銘柄入れ替えを順次行ないました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①非鉄金属 

古河電気工業、フジクラなどを買い付けしました。 

②情報・通信業 

ソフトバンクグループ、NTTなどを買い付けしました。 

③その他製品 

任天堂、アシックスなどを買い付けしました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①電気機器 

ソニーグループ、村田製作所などを売却しました。 

②卸売業 

丸紅、キヤノンマーケティングジャパンなどを売却しました。 

③食料品 

アサヒグループホールディングス、東洋水産などを売却しました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
＊ベンチマーク対比では1.8％のプラス 

基準価額の騰落率は12.7％の上昇となり、ベ

ンチマークである東証株価指数（TOPIX）（配当

込み）の10.9％の上昇を、1.8％上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスの良

かった三井E&S、丸紅、三井金属鉱業、ソフ

トバンクグループ、サイバーエージェントな

どの投資比率が相対的に高かったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが良

かった非鉄金属、小売業などの投資比率が相

対的に高かったこと。 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスの悪かった三菱UFJフィナンシャル・グループ、セブ

ン&アイ・ホールディングス、東京エレクトロン、ライオン、テルモなどの投資比率が相対

的に高かったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かった銀行業などの投資比率が相対的に高かっ

たこと。 

③ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かった情報・通信業などの投資比率が相対的に低

かったこと。 
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◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり400円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第51期 

2025年３月22日～ 
2025年８月27日 

当期分配金 400  

(対基準価額比率) 2.253％ 

 当期の収益 400  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 8,927   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

＜投資環境＞ 

日本経済は、関税引き上げによる輸出鈍化などの影響が一巡した後は緩やかな成長に回帰す

るとみています。４-６月期の実質GDP（国内総生産）成長率は前期比年率＋1.0％となり市場

予想を上回りました。設備投資が同＋5.5％、民間最終消費支出が同＋0.6％となるなど底堅い

推移となりました。関税引き上げ前の駆け込み需要の反動などもあり、今後の輸出環境は厳し

くなるとみています。７月の日銀金融政策決定会合では、関税の内外経済への影響には留意し

つつも、物価の上振れを意識する意見がみられました。植田日銀総裁は「大きな負のショック

がない限り、労働市場は引き締まった状況が続き、賃金には上昇圧力がかかり続ける」との見

方を示しています。日銀は、関税引き上げの影響を確認しつつ緩やかな利上げシナリオに戻る

とみられ、当社では次回利上げを2026年４月と予想しています。 
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＜投資方針＞ 

データセンター、５G、EV（電気自動車）などの成長産業において業界内で競争力を有する

銘柄や、成熟産業において勝ち残る可能性の高い銘柄、特定の分野・事業領域で高い市場シェ

アを持っている銘柄などに注目し、業績に見合った株価の銘柄を選別していく方針です。 

当ファンドでは競争力が高く中長期で堅調な業績が見込める銘柄を、割安なタイミングで組

み入れていくという基本戦略に基づき、ベンチマークを上回るリターンを目指します。 

 

［野村国内株式アクティブオープン］ 

当ファンドは引き続き第52期の運用に入ります。 

［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］は2025年８月28日に、当ファンドと同様の投

資方針である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］に併合されます。 

［ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド］を主要投資対象としていた［野村国内株式ア

クティブオープン］は、［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］の組み入れを高位に

維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年３月22日～2025年８月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 115  0.728  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 55)  (0.347)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 53)  (0.338)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.043)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 18   0.115   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 18)  (0.115)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.000)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.001   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.001)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 133   0.844    

期中の平均基準価額は、15,745円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.68％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年３月22日～2025年８月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 114,442 636,600 611,575 3,634,600 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年３月22日～2025年８月27日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 138,097,836千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 61,851,843千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.23   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月22日～2025年８月27日) 

 

＜野村国内株式アクティブオープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 67,887 11,007 16.2 70,209 7,826 11.1 

株式先物取引 352 352 100.0 1,391 1,391 100.0 

平均保有割合 88.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 63,858千円 
うち利害関係人への支払額（B） 11,320千円 

（B）／（A） 17.7％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年８月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 9,950,388 9,453,255 59,844,778 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年８月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド 59,844,778 96.4 

コール・ローン等、その他 2,227,337 3.6 

投資信託財産総額 62,072,115 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年８月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 62,072,115,335   

 コール・ローン等 2,227,307,224   

 ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド(評価額) 59,844,778,331   

 未収利息 29,780   

(B) 負債 1,892,340,880   

 未払収益分配金 1,387,256,155   

 未払解約金 45,896,476   

 未払信託報酬 458,391,010   

 その他未払費用 797,239   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 60,179,774,455   

 元本 34,681,403,890   

 次期繰越損益金 25,498,370,565   

(D) 受益権総口数 34,681,403,890口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,352円 
 

（注）期首元本額は 35,247,132,989円、期中追加設定元本額は

461,777,805円、期中一部解約元本額は1,027,506,904円、１口当

たり純資産額は1.7352円です。 

○損益の状況 (2025年３月22日～2025年８月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 809,064   

 受取利息 809,064   

(B) 有価証券売買損益 7,415,699,281   

 売買益 7,513,294,422   

 売買損 △    97,595,141   

(C) 信託報酬等 △   459,188,249   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,957,320,096   

(E) 前期繰越損益金 22,204,979,343   

(F) 追加信託差損益金 △ 2,276,672,719   

 (配当等相当額) (   3,179,394,576)  

 (売買損益相当額) (△ 5,456,067,295)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 26,885,626,720   

(H) 収益分配金 △ 1,387,256,155   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 25,498,370,565   

 追加信託差損益金 △ 2,276,672,719   

 (配当等相当額) (   3,185,413,706)  

 (売買損益相当額) (△ 5,462,086,425)  

 分配準備積立金 27,775,043,284   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2025年３月22日～2025年８月27日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2025年３月22日～ 
2025年８月27日 

a. 配当等収益(経費控除後) 580,925,990円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 6,246,626,779円 

c. 信託約款に定める収益調整金 3,185,413,706円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 22,334,746,670円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 32,347,713,145円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 9,327円 

g. 分配金 1,387,256,155円 

h. 分配金(１万口当たり) 400円 

 

  



品 名：90001_140239_051_03_野村国内株式アクティブオープン_1073909.docx 

日 時：2025/10/7 13:27:00 

ページ：14 

 

－ 14 － 

野村国内株式アクティブオープン

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 400円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

①「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正に伴い、運用報告書の電子交付に関する

条文を変更する所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年４月１日＞ 

 

②投資対象とする「ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド」の運用方針を「ノムラ・ジャ

パン・オープン マザーファンド」と同一のものとします。これに伴い当ファンドの運用方

針を「ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド」に投資する一般公募ファンド（ファ

ンド名称：ノムラ・ジャパン・オープン）と同一のものへ変更する所要の約款変更を行ない

ました。 ＜変更適用日：2025年６月19日＞ 

 

③上記②の変更に伴い、ファンド名を以下のようにする所要の約款変更を行ないました。（旧

「ノムラ日本株戦略ファンド」⇒新「野村国内株式アクティブオープン」） 

 ＜変更適用日：2025年６月19日＞ 

 

④「野村国内株式アクティブオープン」、「ノムラ日本株戦略ファンド マザーファンド」、「ノ

ムラ・ジャパン・オープン マザーファンド」に適用する信託法を旧法（信託法（大正11年

法律第62号））から新法（信託法（平成18年法律第108号））に変更する所要の変更を行ない

ました。 ＜変更適用日：2025年６月19日＞ 

 

⑤信託報酬率について、年2.09％（税抜1.90％）から年1.672％（税抜1.52％）へ引き下げる

所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年６月19日＞ 

 

⑥決算日を９月および３月の20日から８月および２月の27日に変更する所要の約款変更を行

ないました。 ＜変更適用日：2025年６月19日＞ 

 

⑦当ファンドの主要投資対象に「ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド」を追加する

所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年６月19日＞ 
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